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献
血
ご
協
力
あ
り
が
と
う

　
　
　
　
　
　
ご
ざ
い
ま
し
た

　
去
る
十
月
一
日
、
中
里
村
に
お
け
る

今
年
度
最
後
の
献
血
が
お
こ
な
わ
れ
ま

し
た
。
三
回
実
施
し
た
今
年
度
の
献
血

に
は
四
四
〇
名
も
の
皆
さ
ん
か
ら
ご
協

力
い
た
だ
き
、
年
度
目
標
を
大
巾
に
上

廻
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
中
里
村
商
工
会
か
ら
は
、
こ
の
た
び

商
工
会
法
施
行
二
十
周
年
記
念
事
業
の

一
環
と
し
て
多
数
の
ご
協
力
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
来
年
度
も
引
続
き
実
施
い

た
し
ま
す
の
で
よ
り
多
く
の
人
の
御
協

力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
ち
な
み
に
、
過
去
五
年
間
の
献
血
者

数
は
次
の
通
り
で
す
。

昭
和
五
レ
年
度

〃
五
十
一
年
度

〃
五
十
二
年
度

〃
五
十
三
年
度

〃
五
十
四
年
度

五
七
七
人

五
〇
二
人

四
七
七
人

三
七
七
人

三
三
九
人

　
1
◇
1
◇
ー
◇
i
◇
1
◇
i
◇
1

　
10
月
1
日
～
n
月
30
日
は
「
麻
薬
、

覚
せ
い
剤
禍
撲
滅
運
動
」
期
間
で
す
。

　
暖
か
い
平
和
な
家
庭
や
大
切
な
人
生

を
破
壊
す
る
麻
薬
や
覚
せ
い
剤
禍
を
み

ん
な
で
撲
滅
し
ま
し
ょ
う
。

　消費生活ニュース

ーインスタント
　　　　食品の知識一

インスタント食品とは
　調理に手間をかけなくても、油を使うなど簡
単な操作ですぐに食べることができる食品です。
インスタント食晶の種類
　ラーメン、ご飯、コーンフレークなどの主食
から、副食のスープ、みそ汁、茶わん蒸し、し
好品のコーヒー、紅茶、しるこなど多種多様の
ものが売られています。
インスタントラーメン
　20年以上も前に売り出されてから消費者に親
しまれてきました。生産量も多く、最近では即
席めん類全体で40億食を超えています。袋入り
とカップ入りとありますが、どちらにも油脂を
比較的多く含む油揚げめんと、そうでないもの
とあります。
油の変質
　油処理をしたものはこの油が保存中に変質す
ることがあります。食品衛生法では過酸化脂質
などを測定して、変質油の付着しているものの
販売を禁止しています。
インスタントラーメンの買い方と保存
　賞昧期間があり、袋のものは6ケ月、カップ
入りは5ケ月が標準です。賞味期間内のものを
購入しましょう。まとめ買いをするのは避けた
ほうが賢明ですが、もし、たくさん買ったら光
の当たらない涼しい場所に保存しましょう。
栄養価を考えて
　インスタントラーメンにはかやくが添えられ
ているものがありますが、これだけでは不充分
です。肉、卵、野菜などでたん白質、ビタミン
ミネラルを補う必要があります・　また・食塩
の量は1食当りで5～6gになります。
　高血圧気味の人は、残った汁を無理して飲ま
ないようにしたいものです。

十
一
月
の
休
日
救
急
医

士
昼
百
㈲

至
誠
堂
医
院
西
浦
束
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二
⊥
二
二
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上
村
病
院
　
田
中
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二
一
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三
日
㈲

文
化
の
日

池
田
医
院
本
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西
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圃
二
⊥
五
八
一

九
日
㈹

山
口
医
院
袋
町
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七
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一
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富
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医
院
神
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町
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⊥
二
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六
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津
南
病
院
大
割
野

　
　
圃
五
⊥
三
六
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二
言
㈲

勤
労
感
謝
の
日

中
条
病
院
北
原

　
　
圃
七
⊥
二
9
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茜
日
個

振
替
休
日

大
島
医
院
川
原
町

　
　
㈲
二
⊥
一
九
五
七

三
冒
㈲

山
口
医
院
軒
蜂
通
り

　
　
圃
五
⊥
6
0
三

▽
俳
旬

漢
炎
や
し
ホ
ー
エ
ホ
ー
エ
と
日
が
滑
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
泉

谷
の
灯
は

　
　
　
宿
題
し
て
い
る
お
ね
え
ち
ゃ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
梢
陽

人
を
は
な
し
て
湖
を
自
在
の
秋
つ
ば
め

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
深
雪

空
も
河
も

　
　
　
ひ
と
い
ろ
み
ぞ
萩
燃
え
て
い
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
の
え

泡
沫
の
よ
う
な
し
あ
わ
せ
蕎
麦
の
花

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
涼
子

さ
わ
さ
わ
と
人
来
る
気
配
秋
中
ば

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
カ
　
ウ

波
ひ
．
・
く
河
原
よ
も
ぎ
の
花
の
中

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
貴
久
子

天
狭
く
奈
落
に
う
ご
め
く
け
も
の
た
ち

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
独
　
山

▽
短
歌

豊
作
と
言
い
ぬ
わ
び
し
さ
一
と
せ
を

　
　
　
　
汗
に
明
け
暮
る
励
み
思
い
ば

　
　
　
　
　
　
　
　
　
井
ノ
川
玉
治

冷
夏
去
り

　
　
減
収
は
ま
ぬ
が
れ
ぬ
秋
な
れ
ど

中
里
文
芸
十
月
投
稿

　
　
　
　
空
は
さ
や
け
く
山
は
美
わ
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
斎
子

雨
の
日
に
刈
田
の
わ
ら
を
集
む
れ
ば

　
　
　
水
路
の
中
に
り
ん
ど
う
ひ
と
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
オ
カ
ム
ラ

冷
害
に
収
穫
皆
無
と
知
り
な
が
ら

　
　
　
来
年
の
た
め
と
畦
な
ぎ
る
ひ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
広
田
タ
マ
子

孟
蘭
盆
も
祭
り
太
鼓
も
雨
の
中

　
　
　
　
子
等
を
送
れ
ば
尾
花
重
た
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
滝
沢
　
ノ
ブ

夫
逝
き
し
重
荷
を
歌
に
秘
む
友
の

　
　
　
　
深
き
歩
み
を
偲
び
読
み
つ
ぐ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
広
田
真
津

コ
ン
バ
イ
ン
の
音
高
ら
か
に
響
か
せ
て

　
　
　
冷
夏
の
去
り
し
稲
田
ひ
ろ
が
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
本
　
ケ
ン

白
む
ま
で
友
と
語
れ
ば
野
の
道
は

　
　
　
露
ふ
か
ぶ
か
と
わ
れ
を
迎
え
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
涌
井
　
タ
カ

一
枚
の
布
に
広
が
る
夢
あ
り
て

　
　
　
娘
と
花
柄
の
ブ
ラ
ウ
ス
を
裁
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
美
紗

人
生
往
来

◎
産

　
氏

清
瀧

樋
口

富
井

◎
高瀟

◎
昇

　
氏

高
橋

桑
原

渡
邊

南
雲

声名清
美

　
愛

深
雪

砂　
谷
内

　
高
橋

天名ケ
サ

ク
ニ

貞
良

ヨ
シ

父
の
名

光
　
明

　
進繁

雄

理
一
（
一
ろ
）

富
子
（
一
三
）

年
令

（
八
七
）

（
八
七
）

（
四
八
）

（
八
八
）

部
落

東
田
尻

干
溝

市
之
越

＋
日
町

原
町

部
落

倉
俣

東
田
尻

高
道
山

堀
之
内
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私たちの村
人　口 7，176（一1）

男 3，549（±0）

女 3，627（一1）

世帯数 1，651（±0）
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　去る24日、婦人教養講座の一環として、村内
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　めぐりがおこなわれました。30名の参加者は桂
一婦人講座、村内めぐり一　　の大杉や村民グラウンド・城山・さ中田七ッ釜
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　養魚センター、スカイライン、清津峡を見てま
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　わり、城山からの眺望に目を見はったり、すっ

昔とは変ったねえ……．建難鰐徒繧役轡キャンプ施設1こ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「清津峡へ行ってみたことがないのでねえ…
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・司とは、清津峡地区から参加した、あるお母

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　さんの参加の弁でした。



廼
℃

第291号””ll”1””IIなかさと”IIlllll”1”昭和55年10月25日発行（昭和37年6月27日第三種郵便物認可）1”1111”1〔2〕

1
出
稼
ぎ
と
年
金
i

　
　
　
正
し
い
手
続
き
で
将
来
の
安
心
を

　
ま
も
な
く
出
稼
ぎ
に
で
か
け
る
み
な

さ
ん
、
出
稼
ぎ
で
一
番
の
ぞ
ま
れ
る
こ

と
は
「
明
る
く
出
か
け
、
元
気
に
帰
っ

て
く
る
」
こ
と
で
す
が
、
　
「
年
金
」
の

こ
と
も
忘
れ
な
い
で
下
さ
い
。

　
出
稼
ぎ
の
際
に
大
切
な
こ
と
は
、
厚

生
年
金
と
国
民
年
金
と
の
間
に
“
空
白

期
間
”
を
つ
く
ら
な
い
よ
う
に
す
る
こ

と
で
す
。
国
民
年
金
の
掛
け
忘
れ
は
も

と
よ
り
、
空
白
期
間
を
つ
く
り
ま
す
と

万
一
事
故
に
あ
っ
た
場
合
の
障
害
年
金

母
子
年
金
が
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

又
、
納
付
期
間
が
不
足
し
ま
す
と
、
将

来
の
老
令
年
金
、
通
算
老
令
年
金
が
う

け
ら
れ
な
く
な
る
事
も
あ
り
ま
す
。

　
出
稼
ぎ
先
で
厚
生
年
金
に
加
入
し
た

時
は
国
民
年
金
の
喪
失
届
を
す
る
こ
と

　
　
　
　
エ

に
な
り
ま
す
が
、
は
っ
き
り
と
し
た
厚

生
年
金
加
入
の
証
明
書
が
あ
り
ま
せ
ん

と
手
続
が
で
き
ま
せ
ん
。

出
稼
ぎ
に
で
ら
れ
る
際
は
、
役
場
か
ら

「
厚
生
年
金
資
格
取
得
、
喪
失
証
明
願
」

用
紙
を
も
ら
っ
て
で
か
け
て
下
さ
い
。

就
職
後
そ
の
用
紙
を
会
社
の
労
務
担
当

者
に
渡
し
て
記
入
し
て
い
た
だ
き
、
春

の
帰
省
後
に
年
金
係
に
提
出
し
て
下
さ

い
。
こ
の
証
明
書
が
提
出
さ
れ
る
ま
で

は
国
民
年
金
の
保
険
料
は
納
付
し
て
い

た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
出
稼
ぎ
に
で
る
時
、
す
で
に
厚
生
年

金
加
入
の
証
明
書
又
は
社
会
保
証
の
あ

る
方
は
、
出
か
け
る
時
点
で
国
民
年
金

の
資
格
喪
失
手
続
を
し
ま
す
が
、
そ
う

で
な
い
方
は
、
春
の
帰
省
後
に
提
出
さ

れ
た
証
明
書
に
よ
っ
て
国
民
年
金
資
格

喪
失
手
続
を
し
た
う
え
で
厚
生
年
金
と

の
重
複
期
間
分
の
保
険
料
を
払
い
戻
す

こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
尚
、
会
社
で
厚
生
年
金
に
加
入
す
る

場
合
は
厚
生
年
金
の
記
号
番
号
が
必
要

で
す
の
で
年
金
手
帳
を
会
社
に
提
出
し

　
　
　
　
　
　
ギ
　
　
ま
に

　
　
　
　
　
　
　
ヨ
　
下
離

　
　
　
　
会
ジ
　
を
距

　
　
　
　
大
と
牌
紛

　
　
　
　
グ
ソ
　
は
ぞ

　
　
ン
ン
ラ
・
賭
れ

　
　
　
　
　
　
マ
た
カ
そ

　
　
　
ソ
ギ
康
し
参
、

　
　
　
　
　
　
健
ま
り
は
　
。

て
下
さ
い
。
将
来
、
厚
生
年
金
を
請
求

す
る
場
合
は
記
号
番
号
、
会
社
名
及
び

そ
の
住
所
が
必
要
に
な
り
ま
す
の
で
手

帳
の
記
録
欄
に
正
し
く
メ
モ
を
し
て
お

い
て
下
さ
い
。

4

h
ん

◎く》q
　　　o

犀金手鰻

’
．
　
　
　
　
●
　
・
　
，

〃

■冒一

職
業
訓
練
生
募
集

　
県
立
魚
沼
高
等
職
業
訓
練
校
（
北
魚

沼
郡
堀
之
内
町
）
で
中
学
校
卒
業
者
を

対
象
に
し
た
訓
練
生
を
募
集
し
て
い
ま

す
。
募
集
要
領
は
次
の
通
り
で
す
。

募
集
訓
練
科

　
　
　
　
　
木
工
科
　
二
＋
名

　
　
　
　
　
建
築
科
　
三
十
名

　
　
　
　
　
左
官
科
　
二
十
名

　
応
募
資
格
　
義
務
教
育
終
了
者

　
（
来
春
中
学
卒
業
予
定
者
を
含
む
）

　
願
書
受
付
　
1
1
月
1
日
～
15
日

　
選
考
日
　
　
n
月
28
日
③

　
そ
の
他
　
遠
方
の
方
は
寄
宿
舎
に
入

　
　
　
　
　
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
く
わ
し
く
は
魚
沼
高
等
職
業
訓
練
校

（
電
〇
二
五
七
九
四
－
二
四
一
〇
）
に

お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

婦
人
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

　
　
大
会
が
開
か
れ
ま
す

　
村
内
の
婦
人
バ
レ
弓
ボ
ー
ル
熱
は
年

々
高
ま
り
を
み
せ
、
社
会
体
育
の
な
か

に
着
実
に
根
を
お
ろ
し
て
き
ま
し
た
。

　
今
年
二
回
目
の
婦
人
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

大
会
が
次
の
通
り
開
催
さ
れ
ま
す
の
で

多
数
の
参
加
、
応
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
時
n
月
9
日
㈲
午
前
9
時
30
分

　
所
　
田
沢
中
学
校
体
育
館

　
　
参
加
申
し
込
み
は
地
区
の
体
育
指

　
　
導
員
を
通
し
て
11
月
5
日
ま
で
に

　
　
公
民
館
あ
て
に
お
願
い
し
ま
す
。

O
口
●
口
●
口
●
口
●
口
●
口
O
口
●
口
●
口
●
口
●
口
●
口
●
口
●
a
●
巨
●
口
●
口
●
』
“
冨
O
匪
●
口
●
薩
●
匪
●
巨
O
匹
●
口
●
口
●
口
●
口
●
口
●
騰
口
■
●
口
●
口
．
口
●
口
●
口
●
口
O
圏
門
H
M
■
●
廷
●
O
●
口

　　雨にも負けず！

　第4回村民健康マラ
　　　　　　　　　　ジョ

　今年で4回目をむかえだ村民健
ング大会が10月19日に開催されま

　当日はあいにくの雨模様となり

わりましたが、188人のランナー1目

応じて健闘、全員完走しました。

8分43秒
8／　53”

9／28”

7分32秒
8／02”

8／04”

7分10秒
7／22”

7／29”

11分10秒
11／13”

11／30”

秒
”
”

36
37
38

分
ノ
ノ8
8
812分17秒
12！34”

14’13”

12分04秒
12’08”
12／　27”

10分47秒
10／55”

11！03”

16分50秒
17／26”

17／32”

21分39秒
23／57”

11分47秒

　　◎小学生女子（2K）
　　　　　（1～2年生）
1　位　　保坂留美子（貝野小）
2　位　　山岸理津恵（貝野小）
3　位　　高井　芳美（田沢小）
　　　　　（3～4年生》
1　位　　保坂みゆき　（貝野小）

2　位　　樋ロ　ー美（田沢小）
3　位　　渡辺三千代（貝野小）
　　　　　（5～6年生）
1　位　　富井須磨子（田沢小）
2　位　　高井和喜子（田沢小）
3　位　　渡辺喜代美（高道山小）

　　◎中学生女子（3K）
1　位　　広田　成子（田沢中）
2　位　　山本　幸子（田沢中）
3　位　　服部　健子（田沢中）
　　◎婦人一般（2K）
1　位　　高井アツ子（田　中）
2　位　　山本知代子（上　山）
3　位　　山岸イツ子（堀之内）

　　◎小学生男子（3K）
　　　　　（1～2年生）
1　位　　樋口　　歩（貝野小）
2　位　　山本　　太（田沢小）
3位　服部　靖（田沢小）
　　　　　（3～4年生）
1　位　　山本　国雄（田沢小）
2　位　　服部　幹仁（田沢小）
3位　井ノ川匡（田沢小）
　　　　　（5～6年生）
1　位　　太島　里志（高道山小）
2　位　　桑原　寿彦（高道山小）
3　位　　井ノ川清秀（貝野小）
　　◎中学生男子（5K）
1　位　　太島　　誠（田沢中）

2位　井ノ川守（貝野中）
3　位　　中島　淳也（貝野中）
　　◎成年男子（5K）
1　位　　広田　昌伸（干　溝）
2　位　　保坂　新造（宮　中）
　　◎壮年男子（3K）
1　位　　鈴木　善雄（田　中）
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一倉俣小、中学校一

グラウンド拡張工事竣工
　
三
千
百
万
円
の
工

事
費
を
か
け
て
、
去

る
七
月
に
着
工
さ
れ

た
倉
俣
小
、
中
学
校

グ
ラ
ウ
ン
ド
の
拡
張

工
事
が
こ
の
ほ
ど
完

成
。
こ
の
工
事
に
よ

っ
て
従
来
の
面
積
七

二
〇
八
㎡
が
一
一
六

一
一
㎡
に
ひ
ろ
げ
ら

れ
、
二
十
一
日
に
は

地
区
住
民
も
参
加
し

て
盛
大
に
記
念
運
動

会
が
も
よ
う
さ
れ
ま

し
た
。

十
日
町
地
域
消
防
職
員

　
　
　
　
　
　
　
　
採
用
試
験
が
行
な
わ
れ
ま
す

O
採
用
職
種
及
び
採
用
予
定
人
員

消
防
士
　
若
干
名

口
受
験
資
格
者

　
q
D
高
校
卒
業
者
（
来
春
卒
業
予
定
者

　
を
含
む
）
で
昭
和
3
3
年
4
月
2
日
以

降
に
生
れ
た
男
子

　
の
中
魚
沼
郡
、
十
日
町
市
内
に
居
住

　
可
能
な
者

　
⑥
身
長
1
m
60
㎝
以
上
、
胸
囲
は
お

　
お
む
ね
身
長
の
ム
以
上
、
体
重
5

0
K

　
以
上
、
視
力
両
眼
の
場
合
O
・
8
、

　
一
眼
の
場
合
そ
れ
ぞ
れ
0
・
5
以
上

　
で
色
神
正
常
な
者

口
試
験
方
法

　
q
p
第
一
次
試
験
（
十
二
月
六
日
）

　
　
ω
教
養
試
験

　
　
　
国
語
、
社
会
、
数
学
、
作
文

　
　
↑
D
体
力
診
断
テ
ス
ト

の
第
二
次
試
験

　
　
口
述
試
験
、
身
体
検
査

　
場
所
及
び
時
刻
等
は
第
一
次
、
二
次

　
と
も
受
験
者
に
別
途
通
知
し
ま
す
。

四
受
験
手
続

　
十
日
町
地
域
消
防
本
部
総
務
課
へ
次

の
書
類
を
提
出
し
て
下
さ
い
。

qD
受
験
申
込
書
（
消
防
本
部
総
務
課

　
又
は
役
場
総
務
課
に
あ
り
ま
す
。
）

の
身
上
調
査
（
同
右
）

⑬
最
終
卒
業
学
校
の
成
績
証
明
書
（

　
卒
業
見
込
の
者
は
前
年
の
も
の
）

㈲
申
込
受
付
期
間

　
n
月
1
3
日
～
n
月
25
日
午
後
5
時
ま

　
で
。
但
し
郵
送
の
場
合
は
n
月
25
日

　
ま
で
の
消
印
の
も
の
は
有
効
。

　
尚
、
不
明
の
点
は
十
日
町
地
域
消
防

　
本
部
総
務
課
に
お
間
い
合
せ
下
さ
い
。

秋
期
火
災
予
防
運
動
が
実
施
さ
れ
ま
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，

　
十
日
町
地
域
消
防
本
部
、
消
防
署
、

消
防
団
で
は

焼
死
防
止
対
策
の

徹
底

住
民
の
自
主
防
火

　
体
制
づ
く
り
推
進

防
火
管
理
体
制
の

整
備
推
進

の
三
項
目
を
重
点
に

十
一
月
一
日
か
ら
七

日
ま
で
の
一
週
間
「

こどらやとしよりは

にかいにねたら1ご
火ひにちゆうい！レ

配
慮
し
て
下
さ
い
。
又
、
期
間
中
、
消

防
本
部
に
お
い
て
防
火
相
談
室
を
開
設

　
　
　
　
　
魁
距
癒
ー
．
ノ
￥

　
　
　
　
　
　
　
＼
F
郵
ザ

　
　
　
　
　
　
、
～
・

「1
’○
、（9も

縫

・蹴齢

参
ぐ
し
し
麟
細

秋
期
火
災
予
防
運
動
」
を
実
施
し
ま
す
。

　
期
間
中
に
消
防
職
員
、
消
防
団
員
が

各
事
業
所
及
び
家
庭
に
火
の
元
点
検
に

う
か
が
い
ま
す
。

　
火
災
原
因
と
し
て
は
、
冬
期
間
で
最

も
多
い
の
は
ス
ト
ー
ブ
の
真
上
の
干
し

物
で
す
。
又
、
年
間
通
じ
て
多
い
の
は

天
ぷ
ら
鍋
の
着
火
、
石
油
風
呂
釜
清
掃

不
良
に
よ
る
異
常
燃
焼
で
す
。
充
分
ご

注
意
下
さ
い
。

　
尚
、
冬
は
雪
囲
い
等
で
避
難
口
が
少

な
く
な
り
ま
す
が
、
確
保
す
る
よ
う
に

　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
が
ロ
　
ド

　
　
　
　
　
　
　
　
趨
辱

し
ま
す
の
で
ご
利
用
下
さ
い
。

『
あ
な
た
で
す
！

　
　
　
火
事
を
出
す
の
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
防
ぐ
の
も
』

指
定
券
は
一
ケ
月
前
か
ら
発
売
し
ま
す

　
　
　
　
　
　
i
越
後
田
沢
駅
ー

　
国
鉄
で
は
、
十
月
一
日
に
列
車
時
刻

の
改
正
を
お
こ
な
い
ま
し
た
が
、
当
駅

の
発
車
時
刻
は
変
わ
っ
て
い
ま
せ
ん
し

六
日
町
駅
に
停
車
す
る
急
行
、
特
急
列

車
の
時
刻
も
変
わ
っ
て
い
ま
せ
ん
。

　
尚
、
指
定
券
は
今
ま
で
一
週
間
前
か

ら
発
売
し
て
い
ま
し
た
が
、
十
月
一
日

か
ら
は
一
ケ
月
前
か
ら
お
買
い
求
め
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

疑
問
な
点
は
何
で
も
気
軽
に
駅
へ
お
た

ず
ね
下
さ
い
。

作
業
停
電
の
お
知
ら
せ

O
n
月
11
日
午
前
9
時
～
午
後
2
時

　
貝
野
地
区
全
域

O
n
月
13
日
午
前
9
時
～
午
後
1
時

　
角
間
、
小
出
、
土
倉
、
倉
下
、
葎
沢

　
清
津
峡
温
泉

O
n
月
27
日
午
前
9
時
～
午
後
1
時

　
山
崎
、
通
り
山
、
芋
川
新
田

　
上
山
の
一
部


